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左腎摘出術後 (RCCclear cel subtype G2>GI INFαpT2 pNO 
pVla)， IFNa2bを週3回筋注投与し， しばらくは再発・転移を認め
なかったが， 1997年I月(術後2年目)に，胸部 CT上 IOmmX4
個の肺転移を認めた 同年12月より IFN，5FU，マイトマイシンC













よびリンパ節郭j青術施行 病理組織学的診断は腎細胞癌， clear cel 






















renal cel carcinoma， clear cel carcinoma， grade 3， IN Fβ， pTla， 




たー予後に関して Kaplan-Meyer法による検討を行ったが， spindle 
cel carcinoma， stage IVと予後不良因子を認めたが，全体としては
予後良好であった.
小腸転移による腸重積で判明した腎細胞癌の1例 z傍島健(稲沢




























































































た.抗 HPV抗体による免疫染色で陽性，また PCR法にて HPV
DNAが検出された 以上より尖形コンジロームと診断された.術後
12カ月経過した現在腫傷の再発は認められていない.
フ工ノチアジン系向精神薬が原因と考えられた持続勃起症の 1例 z
飴本剛之介，宮川真三郎，佐藤元，佐々木ひと美，窪田裕輔，泉谷
正伸，石川清仁，白木良一，星長清隆(藤田保衛大) 症例は32歳，
男性.主訴は持続勃起に伴う疹痛.不眠症のため精神科を受診し， 3 
年前から睡眠薬を投与されていた. Iカ月前より性的興奮を伴わない
度重なる持続勃起を認め，脱血処置で一次的に症状は改善するも，同
様の症状を繰り返すため当科紹介受診となった，陰茎海綿体の血液ガ
ス分析では静脈性の持続勃起症を示唆するものであった.本症例では
原因となる陰茎海綿体の還流障害を起こすような血液疾患，腫蕩，外
傷などが既往から否定されていること，向精神薬を内服中であり持続
勃起の時期と薬の内容を変更した時期がほぼ一致すること，向精神薬
を中止してから改善していることなどからフェノチアジン系向精神薬
が原因と考えられた
